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を
無
視
し
て
進
め
ら
れ
る
辺
野
古

新
基
地
建
設
、
原
発
再
稼
働
に
対

決
し
、
争
議
の
解
決
に
向
け
た
総

行
動
の
取
り
組
み
、
日
比
谷
メ
ー

デ
ー
の
取
り
組
み
な
ど
東
京
全
労

協
一
丸
と
な
っ
て
闘
い
を
強
化
す

る
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
全
労
協
本
部
の
金

澤
議
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
特
別
報
告
と
し
て
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
争
議
団
の
鈴
木
副
団
長
か
ら
、

不
当
労
働
行
為
は
、
労
働
委
員
会
、

地
裁
、
高
裁
と
厳
し
く
断
罪
さ
れ

て
い
る
。
原
職
復
帰
に
向
け
闘
う

決
意
が
述
べ
ら
れ
た
。
支
え
る
会

へ
入
会
の
訴
え
が
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
は
、
久
保
事
務
局
長
か
ら

第
1
号
議
案
が
提
起
さ
れ
、
第
2

号
議
案
は
、
纐
纈
議
長
か
ら
提
起

が
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
討
論
で
は
、
東
京
労
組
Ｎ

Ｔ
Ｔ
関
連
合
同
分
会
、
同
フ
ジ
ビ

分
会
、
東
部
労
組
市
進
支
部
、
三

多
摩
労
組
、
東
京
都
学
校
ユ
ニ
オ

ン
、
大
田
区
職
労
、
全
労
協
青
年

委
員
会
、
全
統
一
労
組
の
7
名
の

代
議
員
よ
り
争
議
報
告
や
決
意
表

明
、
取
り
組
み
要
請
な
ど
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
久
保
事
務
局
長

か
ら
は
報
告
・
補
強
意
見
と
受
け

止
め
答
弁
を
行
い
、
発
言
を
共
有

化
し
取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て
、

第
1
号
議
案
（
総
括
・
方
針
）
及

び
第
2
号
議
案
（
周
年
事
業
）
並

び
に
第
3
号
議
案
（
決
算
・
予
算
）

は
、
満
場
の
拍
手
で
確
認
さ
れ
ま

東
京
全
労
協
は
、
安
倍
政
権

の
政
策
に
真
っ
向
か
ら
対
決
し

て
、
16
春
闘
勝
利
、
労
働
法
改

悪
阻
止
、
安
全
保
障
法
の
廃
止
、

原
発
再
稼
働
反
対
と
福
島
県
民

と
の
連
帯
、
沖
縄
辺
野
古
新
基

し
た
。

第
4
号
議
案
（
役
員
選
出
）

は
、
役
員
選
考
委
員
長
の
都
労

連
和
田
副
委
員
長
か
ら
役
員
選

考
の
考
え
方
と
し
て
、
議
長
・

事
務
局
長
が
交
代
す
る
に
当
た

り
官
民
か
ら
選
出
を
す
る
こ
と

で
選
考
委
員
会
の
一
致
し
た
経

過
を
報
告
。
4
役
と
し
て
議
長

に
大
森
進
（
東
京
労
組
）
、
副

議
長
に
中
澤
和
夫
（
国
労
東
京
）
、

中
原
純
子
（
東
京
労
組
）
、
中

里
保
夫
（
東
京
清
掃
労
組
）
、

事
務
局
長
に
寺
嶋
豊
（
全
水
道

東
水
労
）
、
事
務
局
次
長
に
渡

辺
学
（
全
国
一
般
東
京
南
部
）
、

常
任
幹
事
に
新
た
に
、
森
田
裕

二
（
東
京
清
掃
）
、
渡
辺
香
織

（
三
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
大
会
決

議
三
本
と
大
会
宣
言
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

東
京
全
労
協
の
沖
縄
闘
争
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
ジ
ュ
ゴ
ン

君
」
の
治
療
（
修
繕
）
費
の
カ

ン
パ
は
、
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ

り
3
万
22
円
集
ま
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
大
会
で
退
任
さ
れ
ま
し
た
、

纐
纈
朗
議
長
、
久
保
聡
事
務
局

長
、
朝
倉
玲
子
常
任
幹
事
、
渡

辺
歩
常
任
幹
事
、
杉
田
和
彦
会

計
監
査
の
皆
さ
ん
長
年
に
亘
る

東
京
全
労
協
へ
の
ご
尽
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

事
務
局
長

寺
嶋

豊

東
京
全
労
協議

長

大
森

進

東
京
全
労
協
に
結
集
し
て
い

る
労
働
組
合
の
日
頃
か
ら
の
奮

闘
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

昨
年
の
安
倍
政
権
は
、
許
す

こ
と
の
出
来
な
い
反
動
政
策
を

強
引
に
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。

圧
倒
的
な
国
民
の
反
対
の
声
を

無
視
し
て
、
労
働
者
派
遣
法
改

悪
、
安
全
保
障
関
連
法
（
戦
争

法
）
の
強
行
成
立
を
し
て
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
、
原
発
再
稼

働
と
原
発
輸
出
の
推
進
、
沖
縄

県
民
の
民
意
を
無
視
し
て
、
警

察
機
動
隊
と
海
上
保
安
庁
の
暴

力
的
弾
圧
を
行
い
な
が
ら
、
辺

野
古
新
基
地
建
設
の
強
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
貧
困
化
と

格
差
社
会
の
拡
大
、
国
民
を
戦

争
へ
と
駆
り
立
て
、
民
主
主
義

を
破
壊
す
る
暴
挙
と
し
か
言
え

ま
せ
ん
。
今
年
は
、
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
の
導
入

（
8
時
間
労
働
規
制
の
破
壊
）

や
解
雇
金
銭
解
決
（
解
雇
自
由
）

制
度
の
導
入
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
安
倍
首
相
は
参
議
院

選
に
お
い
て
憲
法
改
正
を
全
面

に
打
ち
出
す
と
公
言
し
て
い
ま

す
。今

年
こ
そ
は
、
安
倍
政
権
の

暴
走
を
止
め
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
厳
し
い
情
勢
で
は
あ
り

ま
す
が
、
昨
年
の
国
会
包
囲
で

の
闘
い
で
大
き
な
勇
気
と
展
望

の
光
を
見
て
き
ま
し
た
。
シ
ー

ル
ズ
な
ど
若
者
た
ち
の
運
動
の

広
が
り
、
組
織
労
働
者
・
市
民

だ
け
で
は
な
く
、
未
組
織
労
働

者
・
市
民
と
お
母
さ
ん
が
子
供

と
と
も
に
結
集
す
る
姿
な
ど
を

見
て
き
ま
し
た
。
東
京
全
労
協

も
そ
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
決

意
で
す
。

地
建
設
反
対
と
連
帯
行
動
の
強

化
、
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
と
飛
行

の
反
対
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
み
な
が
ら
、
参
議
院
選
挙
勝

利
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
け
ん
り
春
闘
行
動
、

沖
縄
平
和
行
進
、
メ
ー
デ
ー
の

取
り
組
み
を
強
化
し
て
、
労
働

者
の
権
利
確
保
と
働
き
や
す
い

職
場
を
目
指
し
、
全
力
で
奮
闘

し
て
行
く
決
意
を
述
べ
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

東
京
全
労
協
第
26
回
定
期
大
会

は
、
15
年
12
月
5
日
に
飯
田
橋
SK

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
活
発

な
討
論
の
中
か
ら
成
功
を
勝
ち
取
っ

て
き
ま
し
た
。

安
倍
政
権
の
暴
走
は
、
労
働
者

を
保
護
す
る
労
働
法
制
を
、
企
業

が
活
動
し
や
す
く
労
働
者
を
使
い

捨
て
に
で
き
る
労
働
法
へ
と
改
悪

し
、
正
規
労
働
ど
こ
ろ
か
一
生
非

正
規
労
働
を
強
い
る
経
済
資
本
優

先
の
改
悪
と
な
っ
て
い
ま
す
。
戦

後
70
年
の
節
目
の
年
に
、
国
民
の

多
く
が
反
対
す
る
安
全
保
障
関
係

法
案
を
強
行
採
決
し
、
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
か
ら
駆
け
付
け
警
護
、

海
外
で
戦
争
の
で
き
る
戦
争
法
案

を
圧
倒
的
な
議
席
の
数
の
暴
力
で

押
し
切
り
ま
し
た
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

を
後
回
し
、
一
向
に
進
ま
な
い
原

発
事
故
を
蔑
ろ
に
し
て
原
発
再
稼

働
に
躍
起
に
な
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
法
廃
止
、
沖
縄
辺
野
古
へ

の
新
基
地
建
設
反
対
の
闘
い
が
、

国
会
周
辺
を
取
り
巻
く
中
で
の
第

26
回
定
期
大
会
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

大
会
議
長
に
全
水
道
東
水
労
中

川
崇
代
議
員
、
全
統
一
労
組
佐
々

木
史
朗
代
議
員
を
選
出
し
て
議
事

が
進
行
し
ま
し
た
。

最
初
に
纐
纈
議
長
が
挨
拶
を
行

い
、
安
倍
政
権
が
行
っ
て
い
る
弱

者
・
福
祉
を
切
り
捨
て
、
大
企
業

優
先
の
金
融
政
策
、
沖
縄
の
民
意

第
26
回
東
京
全
労
協
定
期
大
会
を
開
催
し
、
新
体
制
を
確
立
！



役 職 氏 名 出 身 労 組

議 長 大 森 進 東 京 労 組 新 任

副 議 長 中 澤 和 夫 国 労 東 京 再 任

副 議 長 中 原 純 子 東 京 労 組 再 任

副 議 長 中 里 保 夫 東 京 清 掃 労 組 新 任

事 務 局 長 寺 嶋 豊 全 水 道 東 水 労 新 任

事 務 局 次 長 渡 辺 学 全 国 一 般 東 京 南 部 再 任

常 任 幹 事 掛 川 伸 一 都 労 連 再 任

常 任 幹 事 森 田 裕 二 東 京 清 掃 労 組 新 任

常 任 幹 事 小 田 浩 巳 石 油 労 組 連 絡 会 再 任

常 任 幹 事 横 倉 一 夫 国 労 東 京 再 任

常 任 幹 事 久 野 茂 全 統 一 労 組 再 任

常 任 幹 事 矢 部 明 浩 東 京 東 部 労 組 再 任

常 任 幹 事 伊 東 孝 雄 郵 政 産 業 労 働 者 ユ ニ オ ン 再 任

常 任 幹 事 北 村 隆 志 練 馬 全 労 協 再 任

常 任 幹 事 雨 宮 靖 行 東 部 ブ ロ ッ ク 再 任

常 任 幹 事 波 能 秀 幸 西 部 ブ ロ ッ ク 再 任

常 任 幹 事 藤 村 妙 子 南 部 ブ ロ ッ ク 再 任

常 任 幹 事 小 泉 尚 之 北 部 ブ ロ ッ ク 再 任

常 任 幹 事 遠 藤 常 夫 中 部 ブ ロ ッ ク 再 任

常 任 幹 事 渡 辺 香 織 三 多 摩 ブ ロ ッ ク 新 任

会 計 監 査 阿 部 智 石 油 労 組 連 絡 会 再 任

会 計 監 査 渡 辺 歩 東 京 清 掃 労 組 新 任

2 0 1 5年 度 　東 京 全 労 協 　役 員 体 制
第 2 6回 定 期 大 会 （ 2 0 1 5年 1 2月 5日 ）

東 京 全 労 協

国
か
ら
国
会
前
に
結
集
し
朝
か

ら
夜
遅
く
ま
で
不
安
の
声
を
訴

え
て
き
ま
し
た
。

南
部
全
労
協
で
は
こ
の
闘
い

と
並
行
し
、
「
戦
争
さ
せ
な
い

１
０
０
０
人
委
員
会
・
東
京
南

部
」
の
闘
い
と
し
て
戦
争
反
対

オ
ー
ル
大
田
の
闘
い
に
結
集
し

地
域
の
仲
間
と
共
闘
し
共
に
闘
っ

て
き
ま
し
た
。

今
年
は
さ
ら
に
共
闘
の
団
結

を
強
め
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
の
解
決
」

「
安
保
関
連
法
の
廃
止
」
「
沖

縄
辺
野
古
新
基
地
建
設
阻
止
」

「
原
発
再
稼
働
反
対
」
な
ど
多

く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
職

場
地
域
か
ら
仲
間
と
一
緒
に
解

決
に
向
け
奮
闘
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

多
く
見
ら
れ
た
こ
と
だ
。
運
動

を
経
験
し
た
者
が
存
在
し
て
い

る
、
ま
だ
日
本
に
は
運
動
の
蓄

積
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
大
切

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ

の
層
の
ふ
ん
ば
り
が
大
き
な
高

揚
を
つ
く
り
だ
し
た
下
支
え
に

な
っ
て
い
た
。

60
年
・
70
年
安
保
は
、
市
民

運
動
と
い
う
よ
り
も
総
評
・
社

会
党
を
中
心
と
し
た
労
働
者
階

級
が
主
軸
と
な
っ
た
反
安
保
の

大
衆
運
動
が
組
織
さ
れ
た
。

と
く
に
60
年
安
保
は
三
池
の

労
働
者
運
動
と
結
合
し
て
い
た
。

そ
こ
が
２
０
１
５
年
の
戦
争
法

案
と
決
定
的
に
違
っ
て
い
た
。

今
回
は
、
労
働
者
階
級
の
組
織

的
な
反
抗
が
つ
く
り
だ
し
き
れ

界
の
意
に
沿
い
原
発
の
再
稼
働

と
、
原
発
輸
出
を
推
進
す
る
。

沖
縄
民
衆
の
思
い
を
戦
後
70
年

の
年
に
日
本
政
府
が
踏
み
に
じ

り
、
沖
縄
を
ま
た
も
や
捨
石
と

す
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合
意
で

あ
た
か
も
協
定
が
運
用
さ
れ
る

か
の
宣
伝
報
道
。
雇
用
の
劣
化
、

格
差
の
拡
大
、
貧
困
率
の
高
さ

を
放
置
し
た
ま
ま
、
財
界
へ
の

賃
上
げ
要
請
。
言
っ
て
る
こ
と

と
現
実
の
矛
盾
は
一
向
に
気
に

な
ら
な
い
よ
う
だ
。

２
０
１
６
年
、
労
働
運
動
に

と
っ
て
は
「
死
ぬ
ま
で
働
け
」

気
に
要
ら
ぬ
や
つ
は
「
金
で
首

切
り
」
と
す
る
資
本
の
本
音
む

き
出
し
の
労
働
法
制
改
悪
を
阻

止
す
る
総
労
働
の
闘
い
が
始
ま

る
。
共
同
行
動
を
広
げ
強
め
安

倍
政
治
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る

総
ぐ
る
み
の
行
動
に
取
り
組
も

う
。
ま
ず
は
「
16
け
ん
り
春
闘
」

に
全
力
投
球
を
！

『
２
０
１
５
安
保
』
と
し
て
歴

史
に
残
る
か
も
し
れ
な
い
。

国
会
で
政
権
を
担
う
党
の
数

の
問
題
、
多
数
決
の
論
理
で
ゴ

リ
押
し
さ
れ
た
こ
と
に
歴
史
的

な
過
恨
を
残
し
た
。

自
民
党
・
公
明
党
の
多
数
派

の
ゴ
リ
押
し
を
押
し
返
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
原
因
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
。
「
総
が
か
り
行

動
実
行
委
員
会
」
な
ど
市
民
運

動
は
よ
く
報
じ
ら
れ
た
。
「
シ
ー

ル
ズ
」
「
マ
マ
の
会
」
な
ど
は

戦
争
法
案
の
危
険
性
を
肌
で
感

じ
た
新
し
い
動
き
の
潮
流
で
あ

る
こ
と
を
感
じ
た
。

注
目
し
て
お
く
こ
と
は
、
60

年
・
70
年
安
保
を
経
験
し
て
い

た
高
齢
世
代
が
い
つ
も
集
会
に

西
部
全
労
協

て
い
な
か
っ
た
。

政
党
だ
け
の
共
闘
で
は
、
決

定
的
な
は
ね
返
す
力
と
は
な
ら

な
い
。
自
覚
し
た
労
働
者
階
級

の
組
織
さ
れ
た
力
が
働
か
な
い

と
は
ね
返
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

日
常
の
反
合
理
化
闘
争
、
職

場
か
ら
の
抵
抗
が
弱
ま
っ
て
い

る
労
働
運
動
の
弱
さ
が
、
反
安

保
法
運
動
の
現
状
に
そ
の
ま
ま

反
映
し
て
い
た
。

中
部
全
労
協
は
こ
の
よ
う
な

総
括
か
ら
、
新
自
由
主
義
と
闘

う
戦
線
を
構
築
し
、
「
Ｊ
Ａ
Ｌ

解
雇
争
議
」

を
先
頭
に
職

場
・
地
域
か

ら
奮
闘
す
る

決
意
で
あ
る
。

中
部
全
労
協

議長 青柳義則 議長 小泉尚之

議長 宮崎則安

地
域
労
働
運
動
を
強
化
し
、

労
働
者
の
生
活
と
権
利
を

勝
ち
取
る
闘
い
を
！

こ
の
一
年
の
取
り
組
み
は
、

地
域
労
働
運
動
の
強
化
を
基
本

に
、
西
部
定
例
駅
頭
行
動
。
新

宿
地
区
労
の
反
原
発
デ
モ
、
Ｊ

Ａ
Ｌ
都
内
駅
頭
行
動
、
そ
し
て

原
発
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
解
雇
撤
回
闘
争

で
の
「
Ｇ
Ｊ
西
部
連
絡
会
」
運

動
。
そ
し
て
、
新
た
に
４
団
体

に
よ
る
新
宿
情
勢
学
ぶ
会
な
ど

少
し
ず
つ
活
動
を
広
げ
て
き
て

い
ま
す
。

争
議
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
解
雇
撤

回
闘
争
や
、
東
京
都
学
校
ユ
ニ

オ
ン
・
増
田
さ
ん
の
Ｉ
Ｌ
Ｏ
へ

の
提
訴
、
都
教
委
を
訴
え
る
会

な
ど
の
闘
い
な
ど
、
新
た
な
闘

い
が
進
ん
で
い
ま
す
。

取
り
巻
く
状
況
は
こ
れ
ま
で

に
な
い
厳
し
さ
で
す
。
改
憲
、

労
働
法
制
改
悪
、
沖
縄
の
基
地

問
題
、
原
発
再
稼
働
、
福
島
原

発
事
故
の
復
興
問
題
な
ど
、
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
は
山
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
微
力
で
す
が
、
地

域
の
仲
間
と
共
に
今
後
も
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
南
部
全
労
協

は
、
昨
年
12
月
8
日
に
第
25
回

総
会
を
開
催
し
２
０
１
５
年
の

闘
い
を
総
括
し
て
き
ま
し
た
。

安
倍
政
権
に
よ
る
国
民
を
無

視
し
た
国
策
が
行
わ
れ
た
一
年

で
し
た
。
一
昨
年
の
特
定
秘
密

保
護
法
に
は
じ
ま
り
、
安
保
関

連
法
案
を
強
行
採
決
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
動
き
に
対
し
て
危

機
感
を
感
じ
た
国
民
が
日
本
全

南
部
全
労
協

議長 伊藤隆文

9
月
19
日
財
界
・
資
本
の
支
援

を
受
け
、
自
民
党
は
戦
争
法
を

強
行
成
立
さ
せ
た
。

海
外
侵
略
・
支
配
の
強
化
へ

突
き
進
む
た
め
の
体
制
の
整
備

で
あ
る
。
こ
の
間
、
国
内
総
生

産
が
中
国
に
抜
か
れ
て
世
界
第

三
位
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
経
済

戦
争
で
世
界
的
に
遅
れ
を
と
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
も
っ
と
経
済
的
に

世
界
へ
進
出
し
て
い
く
に
は
、

武
器
輸
出
、
原
子
力
発
電
所
な

ど
の
危
険
な
商
い
、
投
資
を
し

な
が
ら
貿
易
を
拡
大
す
る
必
要

が
あ
る
。
海
外
へ
の
商
品
と
資

本
の
投
下
は
、
そ
れ
を
守
る
た

め
の
軍
事
力
が
必
然
的
に
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

8
月
30
日
の
デ
モ
は
12
万
人

よ
り
も
多
か
っ
た
。
従
来
か
ら

あ
る
労
組
な
ど
の
動
員
型
と
は

違
っ
て
、
市
民
が
自
発
的
に

『
安
保
法
案
は
危
険
』
と
集
ま
っ

た
。
子
連
れ
の
お
母
さ
ん
も
多

く
、
各
地
で
同
時
に
抗
議
行
動

が
あ
っ
た
。

全
国
的
に
は
百
万
人
規
模
と

な
り
、
日
本
で
は
60
年
安
保
以

来
の
人
数
だ
。
国
際
的
に
み
て

も
異
例
の
広
が
り
と
い
え
、

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

安
倍
政
権
は
戦
後
70
年
を
迎

え
た
そ
の
年
に
、
安
保
関
連
法

案
（
戦
争
法
案
）
を
、
多
く
の

人
々
が
疑
念
の
声
を
あ
げ
各
地

で
反
対
行
動
を
展
開
す
る
中
、

強
行
採
決
し
た
。

そ
の
後
、
国
民
に
は
丁
寧
に

説
明
す
る
と
言
っ
た
も
の
の
３

か
月
過
ぎ
て
も
知
ら
ぬ
ふ
り
し
、

的
を
外
し
た
３
本
の
矢
は
何
処

へ
や
ら
、
新
３
本
の
矢
で
「
一

億
総
活
躍
」
社
会
の
実
現
な
ど

と
意
味
不
明
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

ぶ
ち
上
げ
た
。

３
・
11
の
教
訓
を
と
う
に
忘

れ
、
民
意
と
か
け
離
れ
た
産
業

北
部
労
協


